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第 2 四半期（中間期）及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、本日開催の取締役会において、2026 年 2 月期第 2 四半期（中間期）及び通期連結業績予想を修正するこ

とと致しましたので、下記の通りお知らせ致します。 

記 

1. 2026 年 2 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2025 年 3 月 1 日～2025 年 8 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

中 間 純 利 益 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

28,400 

百万円 

500 

百万円 

500 

百万円 

400 

円 銭 

37.49 

今回修正予想（Ｂ） 26,900 △300 △270 △400 △37.49 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,500 △800 △770 △800  

増減率（％） △5.3 － － －  

（参考）前期実績 

（2025 年 2 月期第 2 四半期（中間期）） 
27,902 599 678 457 39.21 

 

2. 2026 年 2 月期連結業績予想数値の修正（2025 年 3 月 1 日～2026 年 2 月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

62,500 

百万円 

3,300 

百万円 

3,300 

百万円 

4,100 

円 銭 

384.27 

今回修正予想（Ｂ） 59,900 2,300 2,360 4,100 384.27 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,600 △1,000 △940 0  

増減率（％） △4.2 △30.3 △28.5 0  

（参考）前期実績 

（2025 年 2 月期） 
60,526 2,715 2,825 4,007 351.48 
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3. 修正の理由 

アパレル市場は、従前市場全体を牽引してきたラグジュアリーブランドがインバウンド消費の急減等により苦戦を強いられるなど、

厳しい状況が継続しております。当社が属する一般アパレル市場においても、国内外の政治経済情勢の先行き不透明感の高

まりや恒常的な物価上昇等により、消費者の消費マインドが冷え込んでおり、特に百貨店を中心とした中高級品市場の低迷が

続いています。 

斯かる環境下、当社においても、主販路である百貨店販路の不振が大きく影響し、春夏商品のプロパー販売が現時点で前

年比 90%程度に留まるなど極めて厳しい売上高進捗です。一方、アウトレット等でのセール販売は順調であり、前年を上回る

推移ではありますが、上記プロパー販売の不振を補填するには至っておりません。また、粗利率につきましても、今上半期におい

ては、プロパー販売比率の低下に伴い前年を大幅に下回る見込みであります。当社としては、この基調は当面継続するとの見

通しを持っており、9 月以降についても予断を許さない状況です。 

上記を踏まえ、当社は、2025 年 4 月 14 日に公表しました 2026 年 2 月期第 2 四半期（中間期）及び通期連結業

績予想を修正することと致しました。 

2026 年 2 月期第 2 四半期（中間期）業績予想につきましては、第 2 四半期以降、販管費の更なる削減等を実行し

ておりますが、上記の売上高及び粗利率の落ち込みを補い切ることは困難であることから、売上高に加え、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する中間純利益をそれぞれ修正致します。 

2026 年 2 月期通期業績予想につきましても、売上高、営業利益、経常利益を第 2 四半期（中間期）同様に修正する

一方、親会社株主に帰属する当期純利益については、下半期に特別利益の増加を見込む為、従前予想を維持致します。 

 

(注) 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後発生する様々な要因によって予想数値と

異なる可能性があります。 

 

以 上 


